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テーラード・スーツの研究（第2報）
一一一日本におけるテーラード・スーツの変遷について一一一
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I はじめに
服飾技術は，ながい歴史の積み重ねにより伝えられた作品製作の手法であり，その経験を通
して樹立された技術は尊い意味をもっ。
テーラー ド・スーツの製作は代表的な技術の伝承で、あり，ヨー ロッパから我が国に移入され
たテーラード・スーツは，今日の女子スーツやドレスを製作する上での基礎技術である。現在
機械化の進んだ服飾界にあってもパリのオート クチュールでは，従来の手作りの服を高級品と
して扱い尊重している。
本学の服飾美術科では，創立以来一環してテー ラー ド・ スーツの製作指導に当ってきたが，
近年，精巧なミシンや既製服産業の大量生産などの影響により，従来のち密な技術も次第に簡
略化され技法も低下の傾向になってきている。故に服飾構成の指導上，正統的なテーラード・
スーツの着装や基本の技術を見直し，また，経験による伝授と ともに，科学的， 合理的な面の
研究もすすめて，今後ますます多様化する服飾に対応出来るよう， その目的をふま えて本研究
を行なった。
すでに第 l報においては，西洋服装史料より歴史とその変遷について調査をしたが，ひきつ
づき日本においての女子テーラード・スーツの変遷を年代別に，シルエッ卜， 素材，着装など，
日本洋装史の史料を中心に，作品資料を含めて考察を行なったので報告する。
E 結果と考察
1 .女子テーラード ・スーツ着用の動機
日本におけるテーラード・ スーツの導入については，すでに第1報でのベた通りであるが，
日本ではじめて洋装をした5人の女子留学生の服装は，写真Iにみられる様に，当時（明治5
年）西区大で流行していたクリノリン ・スタイ ルであった。このように日本女子の洋装化は， 西
区大の服装がパックボーンにあり，それを源流にして，模倣，改善，創意を加えながら今日に発
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写真1 5人の女子留学生（明治5年）， 
???
写真2 大正の服装（大正8年）
展してきている。
女子がテーラード ・スーツを着
用するようになったのは，明治末
期から大正の初期にかけて，進歩
的な女子の問に，婦人解放運動が
起き，それを契機に女子の職場進
出が目立ちその結果，軽装な洋服
が和服に代って採用されはじめ，
看護婦， パス車掌などの制服をさ
きがけとして機能性のあるテーラ
ード ・スーツが，職士易服， または
外出着として着用される様になっ
た。しかし，一般大衆は，まだ和
服全盛の時代で，写真2にみられ
るような一部の特権階級の女子が
社交服または，スポーツ着として
洋服を着る程度であった。
写真3 乗合ノfス車掌（大正14年）
写真3は，大正末期大阪乗合パスの車掌の制服で， テーラードな上着とニッカーズボンの男
性的な服装で当時は殆どテーラードな洋服は，男子服仕立てによるものが多く ，布地は主に舶
来の羅紗が使用されていた。
2.年代別によるテーラード・スーツの変遷
1 ）昭和初期～昭和23年
昭和初期にはドレメ系，少し以前に文化系の洋裁学校も開校され，昭和2年には日本ではじ
じめてのファッシヨン・ショーが三越主催で、ひらかれ洋装化に一層拍車がかかった（写真4）。
また関東大震災や白木屋火災などの影響もあり一般大衆も漸く和服から洋服に切りかえる生活
となっていったO 写真5は，昭和5年頃の洋裁教師のロング ・スカー卜のテーラー ド・スーツ
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写真4 日本ではじめてのファッション・ショー （昭和2年） であるが，当時，インテリ女性の聞に
テーラード・スーツが愛用され，後年
に至り日本中の婦人が一着は必ず用意
するというほど好まれる服装となった。
この年代になると女子の洋裁師もあら
われテーラード ・スーツも女性向きの
柔いシルエットの服が制作されるよう
になる。
没発にもかかわらず豊かな一面があり，
女子の服装においても華やかさをまし，
舶来の高級生地や絹の靴下，毛皮のショ
ール等をま とった女性を見かける事も珍
しくなかった。 しかし第二次世界大戦に
突入すると，13年の国家総動員法公布に
より服装をはじめすべてに，画一的な国
策型がとられ本格的な戦時体制に入って
いった。写真6は，13年頃のエア・ガー
ル（現在のスチュワー デス）の制服で，
ウエストラインは自然の位置でぴったり
とし，スカート丈短くスポーティな軍国
写真6 エア ・ガールの制服
（昭和13年）
昭和10年から15年の第二次世界大戦
突入までの5年間は， 12年の日中事変
写真5 女教師のテーラード・スーツ（昭和5年）
写真7 女子学生の軍時教練
（昭和16年）
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調のテーラード ・スーツを着用している。写真7は昭和16年，軍事教練に従事している女子学
生で，いずれも布地は黒のサージを使用している。戦時中男子は国民服，女子は筒袖にモンペ
姿のスタイ ルが敗戦後の昭和22～23年頃まで続いた。写真8は昭和23年頃， GIと銀座を歩く
女性のスナップであるが，当時アメリカ進駐軍とその家族の影響で＼ いかり肩でショー トスカ
トー にショルダーパックと云うスタイルが流行した。写真の左側の女性は和服を更生したテー
ラード・スーツを着でいる。
写真B GIと銀座を歩く女性
（昭和23年）
2）昭和24年～昭和33年
写真9 ニュ ルーックのス ツー
（昭和25年）
ヨーロッパでは第二次世界大戦後，混迷を続けていたフラ ンスの服飾界も徐々 に復活
して，昭和23年にクリスチャ ン・ディオールがニュールックを発表すると ，アメリ カを
経由して日本にも移入された。ここで戦時中のいか り肩，ショートスカー トはすっかり
景三をひそめ，ロン グアン ドフレヤースカー トと．傾斜した肩，車田い胴のシルエッ トは急
速に流行して服装革命の典型といわれた。写真9は昭和24年頃のドレスメ ーカー学生の
ニュールックスタ イルであ る。その後デイオールはア ルファベットライ ン日寺代 を作り日
本でもフ ランス から直輸入された斬新なデザイ ンは， 日本の服飾界と若い女性を魅了した。
写真10の右側はHラインのソフト ・スーツで左側はニュールックのスーツである 。この
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写真10 Hラインのスーツ（昭和29年） 写真1 Aラインのス ツー（昭和30年）
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写真12 チュー リップラインのスー ツ（昭和3（年）年代は洋服の歴史からみても大きな変革期で，」」
に本格的な洋装の時代を迎えたと言っても過言では
ない。写真11は昭和30年頃のAラインのチュニック ・
スーツで，デザインのポイントを上部にもってゆき
小柄な日本人の背を高くみせるテクニックが使われ
ている。この頃から素材と芯の扱いや，シルエァト
の表現の方法など，技術研究が盛んになり縫製の技
術も向上してきた。写真12は昭和3（年のチュ リー ッ
プラインで胸と腰，肩を丸く強調したスーツである。
テーラード ・スーツの袖は，本来紳士背広服と同じ
二枚袖からなる構成が基本であるが，写真のスーツ
は，袖山に縫目を入れて丸昧を出した女性的なシル
エッ トのスーツである。
写真13は，マグネット ライ ンと呼ばれるスーツで＼
胴を細めスカー トにタ ックを入れて馬蹄型にふくら
ませたシルエットである。
またカラーは，基本のテーラーカラーの様に折山線が首に沿 って構成されず＼ 和服の抜き衣
紋風に首からややはなれているのがこのスーツの特徴である。
昭和33年には，リパティラインと呼ばれる自由ライ ンのスーツが登場し，写真14のようなル
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写真13 マク”ネットラインのスー ツ（昭和32年） 写真14 リパティラインのスー ツ（昭和33年）
ーズなシルエットに変化している。 前シーズンまで、小さ目だったカ ラーと釦が大きく扱われて
しミる。
写真15 レザーのスーツ
（昭和36年）
写真16 毛皮にプリント加工
のあるスーツ（昭和36年）
3）昭和34年～昭和55年
昭和30年代の後半は，日
本経済は高度成長期を迎え，
繊維業界でもさまざまな技
術開発が盛んになり多様な
繊維や素材が生産されたO
写真15は当時の素材として
代表的なレザー （赤のシー
プスエード）を使用したスー
ツである。写真16も新しい
扱いで，毛皮に千鳥格子柄
がプリン ト加工された素材
のキュロッ ト・ スーツであ
る。写真17・18は昭和37年
頃のいずれもウールのスー
ツでこの年代はシルエッ 卜
を単純化してデザイ ンを重
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ダブルブレストのスー ツ（昭和37年）
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写真18比翼仕立てのスーツ（昭和36年）
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写真17
ベルベyトのスーツ（昭和38年）写真19視した作品が数多くみられた。写真17は， 比翼仕立
てのプレーンなシルエットのスーツで， 18はソフト
なシルエット をもっダブルブレスト・スーツである。
写真19は昭和38年のベルベットを使用したフォーマ
ルなスーツである。デザインの重視ととも に，帽子，
手袋など服装に適したアクセサリーをあしらって，
テーラード・スーツを格調高い服装に表現したのも
この年代であった。現代ではこのような正しい着装
ことに若い世代では着こなに対する認識がうすれ，
しの自由さから着易さのみにとらわれる傾向にある
が，正統的な服装の基本の良さを見直し目的に応じ
た正しい着装のあり方を指導する必要性を感じる。
写真20は昭和40年のアンサンプル形式のスーツであ
る。中のブラウスと上着の衿にシルクサテンの別布
を使用した外出着で中央をつき合せてループ止めに
前をあけて着る効果をねらった作品である。なし，
このスーツは，故浅井淑子学園長のデザインでこの年に中央の服飾誌 （ドレス・メ ーキン
昭和39年には，東京オリ ンピックが開催され．参加国のほとんどの選手がブレザー ・ジャケ
:h' 
グに掲載された作品である。
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写真20 アンサンプル・スー ツ（昭和40年）
写真22 パンタロン・スー ツ（昭和43年）
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写真21 ミニスカー トのスー ツ（昭和42年）
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ットを着用した影響で，テーラー ドなブレザーが流
行した。また婦人服が従来の注文服からイージ ・ー
オーダーに，さらに既製服へと需要が変っていった
のもこの年代であった。昭和42年，イギリスのマリ
ークワン トが膝上20cmのスカートを発表する と，若
さの象徴としてまたたく 聞に流行し，写真21にみら
れるような軽快なミニスカートが，若者をはじめ年
令を問わず一般に普及し，年配層にも着用され，こ
れを契機に全般的にスカー ト丈が短くなっていった。
ミニスカートに前後して，パンタロンスーツも盛ん
に利用されはじめた。
写真22は，ウールギャバジンのパンタロンスーツ
であるが，パンタロン・スーツは最初，スポーツ着
としてジャケットとスラックスのキ且み合せであった
のが，おしゃれな感覚で着 られ上下共布を用い， パ
ンタロン・スーツとなった。
またこのスーツは男子背広服と全く 同ビ形態で＼正式な外出着として働く女性の聞に愛用さ
れている。北海道においては，巾広い年令層に好まれ，特に厳しい冬期の防寒着として定着し
ている。
写真23 パンツ・スーツ（昭和47年）
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昭和40年代の後半は， 第一次オイルショ ックで世
界的に不況と不安な世相となり，服飾界もその反映
て＼ミニ・マキシ・フォー クロアなどファッシヨ
ンの多様化がはじまるが，全般的にはスポーティな
傾向で， 昭和47年頃には， 写真23のようなパンツ ・
スーツが出現している。パンタクール・ ガウチョパ
ンツなど当時は一連のズボン形式のものが多くみら
れたが，従来裾巾は広目であったものがこの時代に
は細く なり，また最近では七部丈に変化してきてい
る。
50年代を迎えると，多様化のつづく中で，単品の
衣服を自由に組み合せて着るいわゆるコーデイネー
トの装い方がこの頃からはじまった。 写真24は，同
系統の色調で上下別素材でつくられたマニッシュ感
覚のテーラード ・スー ツである。 また一方，フォー
クロアやピックシルエッ トの流行する中でエレガン
写真24 マニッシュ・スー ツ（昭和51年） 写真25
1979 
トな志向もみられ， 写真25のように長目でソフ トなフリーツスカートとテーラードなジャケッ
トの組み合せ服が着用された。
スーツとは本来上下一揃いの衣服の事であるが，現代では固いイメージから離れて上下異っ
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た素材の服，いわゆるセパレーツ形式が広く利用されている。
写真26もヘチマカラーの短いジャケットにスリムパンツの組み合せ服である。
写真27は，最も新しいシルエットの英国調テーラー ド・スーツで，第l報 のテーラーカラー
の起源でのべたスペンサージャケットに，ストレー ト・スカートの組み合せで，テーラー ド・
スーツのもつ伝統のたしかさと，現代感覚のモダンなセパレーツ形式のスーツである。
写真26 スリムノfンツとジャケットのセパレー ツ 写真27 スペンサージャケットのセパレーツ
（昭和55年） （昭和55年）
1980 1980 
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以上，日本におけるテーラー ド・スーツの変遷と発達は，明治以降， [1'米との交流により，
男物仕立屋 （テーラー）による男子背広服が着用されたが，女子は留学生や一部の特権階級に
限り洋服を着用した。その後，明治の末期から大正初期に起きた婦人解放運動で女子の社会進
出により，制服としてはじめてテーラー ド・スーツが着用されたのである。
テーラード ・スーツははじめ，職場服とし和服のかわりに採用されたが当初は男物仕立て同
様に固く色彩も紺または黒など，汚れの目だたぬ実用向きのものであったが，戦後は洋裁学校
の普及と共に女子の洋裁師やデザイナーが出現して女物仕立て（レディス・テーラー）となり，
エレガントでソフトなシルエットのスーツとしても着用されるようになった。
テーラー ド・スーツが一般女子の聞に定着し，特にシルエッ トの変遷をみたのは，戦後の事
で，昭和23年，クリスチャン・ディオールが一連のアルファベッ ト・ ラインを発表するとテー
ラー ド・ スーツにも影響し，カラー，スリーブ，ペプラムの丈など流行に応ビて変化した。こ
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とに馬蹄型で背中に丸昧をもったマグネットラインのテクニックなどに高度な技術もみられ，
シルエット作りやデザインを表現する技術研究がなされた。
昭和36～38年代は正統的な着装として，帽子，手袋など服装に適したアクセサリー をつけ，
スーツを格調の高いフォーマルドレスと して着用した，現代では，個性的な着こなしのあまり，
目をおおいたくなる様な組み合せもみかけるが，正しい着装のあり方を再度見直す必要がある
と思われる。以前，来日された英国のエリザベス女王や，昨年のモナコ王妃の服装も歴史や伝
統のちがいがあるとはいえ，何気ない装いの中に必ず帽子，手袋をつけその着装は優雅で品格
があった。
昭和39年，オリンピック開催後は，若者の聞にブレザージャケットが流行し，その後ミニ ・
スカートや，パンタロン・スーツと全般に，カジュアルな傾向となり，特にパンタロ ン・スー
ツは男子背広服と同様，ズボン形式のスーツとして職業をもっ婦人に愛用され，北海道では防
寒着として定着した。40年の後半からファ ッシ ョンの多様化がはじまるが，近年は機能性を重
視したスポーティ なファッションとクラシッ クムードの感覚のものなど，多様な傾向と ともに，
セパレーツ形式のスーツが着られている。
このように，テーラード・ スーツは日本の女子洋装の変遷と時代背景やファッ ションの影響
をうけながら今日まで時代に平行して着用され，また近年スーツが非常に利用されてきたのは，
はげしく変貌するフ ァッシヨンに対する意識の中に，本質的に変化のない衣服としてのテーラ
ード・スーツを見直し，長期に着用できる衣服に，消費者側も注目 してきたものと思われる。
省エネルギ一時代を迎え何事も能率化の時代になってきてはいるが，テーラード・ スーツの変
遷に見られるような高度な技術や，正統的な着装を基本に，服飾指導の原点となる本研究をさ
らにすすめ，技術， 素材などの復元を試み，今後の技術指導上の参考にしたいと思う。
なお，本研究は日本家政学会，東北・北海道支部，第26回大会で発表ずみのものである。
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